大阪府住宅供給公社住宅の活用に関する留意事項
	グループホーム等の開設時期について


大阪府住宅供給公社では、長期間に渡り住戸を仮押さえすることはできません。
　住戸の斡旋の回答から原則２ヶ月を目途にグループホーム等を開設していただく必要があります。
	住戸の間取りについて


　　住戸の間取りは２ＤＫ～３ＤＫの住戸が多いため、４人以上の定員でご希望の場合は、基本的に２住戸以上での斡旋となります。
	住戸の変更について


希望住宅の斡旋を受けた後、階層や間取り等を含め、住戸の変更はできません。
	下見について


下見の機会は原則１回のみです。
　採寸、配線等の確認は下見の機会に行っていただくようお願いします。
	エアコンの設置について


エアコンの設置については、１住戸２台までとなっております。
　ただし、２００Vのエアコンを設置する場合は、２００Vのエアコンは１台に限ります。
	住戸の補修について


下見の段階では、住戸内のふすまや壁がいたんでいる場合がありますが、入居時には生活に支障の無い程度に住戸の補修を行います。
	連帯保証人について


公社団地においては、公社が指定する保証委託契約制度をご利用いただきます。審査結果により、本制度をご利用いただけない場合は連帯保証人を立てることが契約の必須条件となります。
　　　※次の方は連帯保証人として認められません。
・現在公社賃貸住宅に居住している方
・既に公社賃貸住宅入居者の保証人になっている方
・同居予定者
　
	自治会活動への参加について


グループホーム等開設後は、一般入居者と同様に自治会活動への積極的な参加をお願いします。
　自治会活動の内容等については、団地ごとに異なりますので、入居前に自治会等にご確認願います。
